
熊谷市観光協会の民営化（法人化）について、

検討の現状をご説明します（第１回中間報告）。

熊谷市観光協会会員 各位

さくら祭、うちわ祭、花火大会・・・熊谷市観光協会は、会員皆様の御理解・御協力のもと、「まつりのまち 熊谷」の伝統

行事を着実に運営しております。

人口減少社会となり、地域の活力低下が危惧されることを背景に、「地方創生」の議論が各地でなされています。また、２

０１９年、熊谷は、ラグビーワールドカップの開催都市になります。この機を捉え、我が熊谷を「住んでよし、訪れてよし」

の街になるよう、現在、観光協会の民営化（法人化）の議論を進めております。円滑で、よりよい「変化」となるよう、会員

皆様に「検討の現状」を御報告し、御意見をお寄せいただきたいと考えております。

※ 取扱注意。検討事項であり、決定事項ではありません。

（１）現在の検討状況は

一般社団法人の持つ信用力や事業移行時に市職員の派遣が期待できる点等を評価・検討し、一般社団法人が最適と考えま

す。全国の主な観光協会１１１組織中、法人の形態は大多数が一般社団法人です(H23、日本観光協会報告書)。

(２) 検討の土台は
○ 民営化検討の組織、工程

実務担当のワーキングチームで素案を検討し、検討委員会で方針案を作成、観光協会の会員皆様に経過報告を行い、役

員会、総会を経て、合意形成を図ります（１０月に骨子決定の予定）。

【協会の役員会】

【協会の総会】

○ なぜ、協会を民営化（法人化）するのか。

観光は「行こうよ（発地）」型から「おいでよ（着地）」型へと変化し、「観光・交流の活性化」に向けた地域の経営力

が重要。観光とまちづくりを一体的に推進するため、民営化・法人化が必要です。

【ワーキングチーム】
会議所、商工会、まちづくり熊

谷、市の実務者及び学識経験者

１１名

○ 素案の検討

○ ６月から月２回の検討会

【検討委員会】
会議所会頭、副会頭（スポーツ）
商工会会長、市副市長
及び学識経験者 ６名

○ 方針案の作成
○ 適宜開催（８月２２日）

【会員へ途中報告】
会員へ検討経過を報告し、意
見を集め、検討組織にフィー
ドバックする。
○ 検討経過の報告
○ 適宜郵送（９月１５日）
次回報告は１０月中旬を予定

【課題】

３つの不足

¡ 関係者の巻き込み不足
¡ データの分析不足
¡ 民間手法の導入不足

【論点】

¡ オール熊谷で、観光地域づくりの経営・
推進組織を構築すべき。

¡ ラグビーワールドカップ２０１９を契
機に、ホストシティを目指すべき。

【目的】

¡ 交流人口を増やし、

街の活力を維持す

る。

【現在】

熊谷市観光協会（支部を含む）

(任意の組織)

【平成２９年４月～】

一般社団法人を新設

(法人化)

公益化、DMO化を

目指していく。

観光協会の業務

伝統行事、イベント開催、広報等
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新分野への進出
・スポーツ、コンベンション（大会・会議誘致）等

オール

熊谷
現・観光協会支部組織も統合、チカラを合わせます。

集客・交流にやさしいまち

観光地経営を行う組織

DMO=Destination Marketing Organization


